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1)今週、水曜日に短いレッソンがありました。このレッソンのテーマは「体」でした。

まず、番号は１から１０までを復習しました。後で、新しいたんごを教えました。たと

えば、頭、肩、膝、足、目、耳、口と、鼻です。次に、「頭、肩、膝、足」の歌を教え

て、練習しました。 

2)児童たちはこのレッソンが楽しいと思いました。少しい児童はきすぐでした。この児

童はこのレッソンを習いたかったです。だから、全部活動をしました。でも、私はこの

日にたくさんプロブレムがありました。 

3)まず、このレッソンは短かったです。それで、授業の初めに、児童は 4人がいまし

た。なぜなら、私たちは「来週の水曜日にレッソンがあります。」を忘れてしまいまっ

たからです。でも、だんだん他の児童は来ました。だから、わりこみが多かったです。

それで、私たちは時々コントロールがありませんでした。また、児童が遅れることはこ

のレッスンを習いたくなかったです。 

4)次のレッソンは児童たちに「来週の水曜日にレッソンがあります。」と言うつもりで

す。だから、全部児童は授業に来ます。また、三つのグルップを作るつもりです。この

レッソンは作らなかったので、コントロールがないと思います。 



5)グルップを作ることはとてもいいアイディアと思います。一方、もし、教師になりた

い、このアイディアをよくしないと思います。だから、一人ではたらきます。私は、も

っといい教室の取り締まりを習う必要です。このレッソンは「Service and Social 

Responsibility」を思い浮かべます。なぜなら、将来に教師になりたいので、このレッソンは

教室の取り締まりを考えたからです。私は私の専門的な活動が児童と私の将来仕事に貢

献できるかを分析しました。 


